
ワークショップで配布した資料等は、区ホームページ
（右2次元コード）に掲載しています。

老朽化が進んでいる柿木図書館やその周辺施設をどのように更新していくかについて、

区民の皆さんと一緒に考えるためのワークショップを開催しました。

今回は、3月28日に開催した第4回のワークショップの様子をお伝えします。

第４回の主な内容

区からの情報提供STEP 1

〇 第3回での主な質問に対する回答

〇 令和8(2026)年度以降のスケジュール

〇 たたき台の比較表について

グループワークSTEP 2

〇 更新方法（たたき台）について検討を深め、
メリットやデメリットを比較しよう
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中面で詳しくご紹介します
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第３回ワークショップでの主な質問に対する回答
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令和8(2026)年度以降のスケジュールについて

4

■ ワークショップの日程等

対象施設を知ろう

課題解決に向けた取組を考えよう

更新方法（たたき台）について検討しよう

検討を深め、複数の更新方法（たたき台）
を比較してみよう

対象施設の課題等を整理し、複数の更新方法
（たたき台）を作成！

第1回
(8/31)

第2回
(11/1)

第3回
(1/24)

第4回
(3/28)
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ゆうゆう館の時から、高齢者向けのイベント数に変更はなく、それ以外
の多世代向けのイベントが増えた結果、これまで高齢者中心だったイベ
ントに若い世代も参加数など、盛り上がっている。

たたき台１・２における保育園の仮設園舎について、線路の南側に住んで
いる利用者は、朝の時間帯に開きづらい踏切を渡ることになるが、どう考え
ているのか。

新規の入園希望者に対しては、事前に仮設園舎の利用期間や場所を入園の
お知らせ等で周知し、入園希望者が各家庭の事情に応じて適切に保育園を選
べるようにしていきます。
また、在園している園児に影響が生じないよう、仮設園舎への移転は在園

児が卒園した後の令和13(2031)年度以降を予定しています。
なお、引き続き、より適切な用地がないか探していきます。

各たたき台で整備する施設の規模や集会室の数を教えてほしい。

各たたき台に共通することとして、保育園や図書館は現在の基準に合わせ
てエレベーターの設置などバリアフリー対応を図る必要があることなどか
ら延床面積が大きくなります。
一方で、たたき台２・３において、ゆうゆう館と区民集会所ではなく、コ

ミュニティふらっとを整備する場合は、ラウンジやトイレなどを別々に設
置する必要がないことから延床面積を小さくできる可能性があります。
また、たたき台３では、図書館と集会施設を合築するため、両施設のラウ

ンジやトイレなどに加えて、集会施設の多目的室と図書館の講座室を共有
することでさらに延床面積を小さくできる可能性があります。
集会室については、現在の利用状況等を踏まえた上で、必要な数を検討し

ていきますが、たたき台ごとの差異は生じない想定です。
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令和９年度～
（2027年度） 決定した更新方法に基づく取組の実施（設計・工事等）

更新方法の決定（施設マネジメント計画の改定）

○更新方法（案）を反映した計画（案）についてパブリックコメント等
を実施し、区民のご意見を伺います。

令和８年度
（2026年度） ワークショップを通じて作成した更新方法（たたき台）に

関する意見聴取

○オープンハウス等を開催し、ワークショップに参加していない方からも
ご意見を伺います。

○ご意見を踏まえた上で、更新方法（案）を作成します。

ワークショップにご協力いただき、
誠にありがとうございました。



“取組への期待” ”取組への期待”を達成できて
いるかを確認するための視点

(1)様々な用途で利
用できるほか、地
域の人々が集まり、
交流が生まれる

様々な使い方ができるスペー
スや地域の人々が集まり交流
できるスペースが確保されて
いるか

○ ◎ ◎

区民集会所を改築しないため、区民集会所の間取りを大
幅に変更することや新たなスペースを確保することは難
しい。

集会施設を改築することで、ダンスなどの軽い運動や音の出る活動など、様々な使い方ができる多目的室を新た
に設置できるとともに、地域の人々が交流できるラウンジなどのスペースをこれまで以上に確保できる。

(2)気軽に立ち寄れ、
落ち着いて過ごせ
る

一人や少人数でも気兼ねなく
利用でき、落ち着いて過ごせ
るか

○ ◎ ○

区民集会所を改築しないため、区民集会所の間取りを大
幅に変更することや新たなスペースを確保することは難
しい。
図書館を単独で改築するため、集会施設と合築するたた
き台３と比べて、落ち着いて読書や調べものができるス
ペースを確保しやすい。

集会施設を改築することで、一人や少人数でも気兼ねなく利用でき、落ち着いて過ごせるカウンターなどを備
えたラウンジを新たに確保することができる。

図書館を単独で改築するため、集会施設と合築する
たたき台３と比べて、落ち着いて読書や調べものが
できるスペースを確保しやすい。

図書館と集会施設を合築するため、集会施設のイベ
ント開催時には、落ち着いて読書や調べものをする
ことが難しい場合もある。

(3)安全安心の確保 高齢者や障害者などが安全に
利用できるか

施設の改築によって、高齢者や障害者などが安全に利用できるようにバリアフリー化を図れる。

(4)子どもがのびの
びと育つ

子どもたちが他の世代と交流
する機会を確保できるか

○ ◎ ○

保育園とゆうゆう館を合築することで、現在ゆうゆう館
で行われている保育園児と高齢者が交流するイベントを
継続しやすい。

保育園と集会施設を合築することで、現在ゆうゆう館で
行われている保育園児と高齢者が交流するイベントを継
続しやすい。

保育園を単独で整備するため、現在ゆうゆう館で行われ
ている保育園児と高齢者が交流するイベントを継続しに
くくなる。

集会施設として仮にコミュニティふらっとを整備した場合、多世代向けのイベントなどを通じて、子どもたちが
他の世代と交流しやすくなる。

(5)高齢者の活動場
所の確保

高齢者団体のこれまでの活動
を継続できるか

○ ○ ○

ゆうゆう館が継続するため、高齢者団体はこれまでと同
様に活動できる。

集会施設として仮にコミュニティふらっとを整備する場合であっても、高齢者団体の優先枠が確保されることで、
これまでの高齢者団体の活動を継続することができる。

(6)地域のシンボル
性や歴史の継承、
周辺環境との調和

周辺環境への影響を抑えられ
ているか

影響（小） 影響（小） 影響（大）

施設の配置が現状と変わらず、周辺環境に及ぼす影響が小さい。 保育園と図書館の場所が変わるため、周辺環境に及ぼす
影響がたたき台１・２と比べて大きい。

図書館敷地にある樹木を維持
できるか

影響（大） 影響（大） 影響（小）

図書館の規模が現状よりも大きくなることから、現在の図書館敷地にある樹木を一定程度伐採する必要がある。 現在の図書館敷地に図書館よりも規模の小さい保育園を
整備するため、たたき台１・２と比べて伐採する樹木の
範囲は小さくなる可能性がある。

(7)土地・建物の有
効活用

土地が有効活用されているか ○ ◎ ◎

現在の保育園・ゆうゆう館と区民集会所の敷地を一体的
に活用できず、土地の有効活用を図りにくい。

現在の保育園・ゆうゆう館と区民集会所の敷地を一体的に活用することで、土地の有効活用を図れる。

3

検討を深め、更新方法（たたき台）を比較してみよう

2

第４回のテーマ

たたき台1 たたき台２ たたき台３

更新方法（たたき台）や比較表について検討を深めました。

保育園と図書館の配
置を入れ替え、図書
館と集会施設を合築
する案

区民集会所は改築せ
ず、保育園・ゆうゆ
う館、図書館を現地
改築する案

保育園と集会施設を
合築し、図書館を現
地改築する案※たたき台２・３の集会施設は、①ゆうゆう館と区民集会所

又は②コミュニティふらっとを整備する案が考えられる。

比較表（抜粋）

“取組への期待”（１）について、たたき台２・３では、地域住民が交流できる
スペースがこれまで以上に確保できる点が良い。

“取組への期待”（２）について、施設内のゾーニングを工夫することで、たた
き台３における音の懸念は解消できるのではないか。

“取組への期待”（４）について、保育園と高齢者の交流は、ゆうゆう館に限ら
ず、老人ホームなど近隣の施設にも広げるべきだと思う。

“取組への期待”（５）について、ゆうゆう館を整備する場合とコミュニティふらっとを整備す
る場合で、評価が異なるのではないか。

“取組への期待”（６）について、図書館と敷地内にある樹木は一体的に捉えるべきだと思う。
図書館が移転して樹木だけ残ってもシンボル性は継承できないと思う。

“取組への期待”（７）について、区民集会所を20年後に改築することになるのなら、存置せず、
周辺施設と一緒に更新した方が良い。

主なご意見

○ ：現状維持のもの又は現状より低下するものと向上
するものを両方含むもの

◎：現状より向上するもの

：すべてのたたき台に共通するもの

上井草駅
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